
部
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
の
文

化
や
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
権
利
に
こ

た
え
る
と
と
も
に
、
自
発
的
で
自
治
的

な
活
動
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
思
春
期

の
人
間
形
成
を
豊
か
に
す
る
積
極
的
な

意
義
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ま
部
活
動

は
そ
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に
直

面
し
て
い
る
。

　

そ
の
大
本
に
は
、
部
活
動
指
導
に
は

人
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
固
有
な
人

的
配
置
を
行
わ
ず
、
授
業
等
の
た
め
に

配
置
さ
れ
て
い
る
教
員
に
頼
っ
て
き
た

問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
誰
で
も
参
加
で

き
る
自
発
的
活
動
で
あ
る
は
ず
が
、
競

技
選
手
を
育
て
る
か
の
よ
う
な
練
習
時

間
や
対
外
試
合
が
雪
だ
る
ま
式
に
増
え

て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
は
「
部
活
動
の
地
域
移

行
」
を
目
指
し
、
当
面
、
土
日
の
部
活

動
を
学
校
か
ら
地
域
に
移
行
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
た
が
、
予
算
措
置
や
体
制

の
保
障
は
な
く
部
活
動
の
有
料
化
・
自

己
負
担
増
等
の
懸
念
が
あ
る
。
問
題
の

解
決
に
は
、
部
活
動
の
基
本
的
性
格
の

整
理
が
必
要
で
あ
り
、
町
の
部
活
動
に

対
す
る
今
後
の
方
針
を
、
以
下
伺
う
。

⑴
部
活
動
の
意
義
は
。

⑵
部
活
動
の
運
営
に
お
い
て
、
生
徒
の

声
を
反
映
す
る
考
え
は
。

⑶
部
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
さ
れ
て

い
る
休
業
や
時
間
の
取
り
決
め
に
つ
い

て
、
中
学
校
の
状
況
は
。

⑷
町
の
部
活
動
の
地
域
移
行
の
状
況
は
。

⑸
部
活
動
の
地
域
移
行
の
た
め
の
予
算

措
置
の
考
え
は
。

⑹
人
間
の
尊
厳
と
子
ど
も
の
権
利
の
尊

重
を
土
台
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の

た
め
啓
蒙
活
動
を
行
う
べ
き
で
は
。

  

教
育
長

教
育
長  

⑴
部
活
動
は
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

努
力
し
続
け
る
こ
と
で
、
精
神
的
な
成

長
や
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
等
、
生
徒

に
多
角
的
な
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
か

ら
、
学
校
教
育
上
、
非
常
に
意
義
の
あ

る
活
動
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

⑵
町
内
の
中
学
校
の
部
活
動
は
、
年
度

当
初
に
部
員
と
指
導
者
に
よ
る
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
行
い
、
目
標
、
練
習
内
容
、

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
共
有
し
て
運

営
を
行
っ
て
い
る
。
日
々
の
活
動
で
は
、

生
徒
と
指
導
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
ね
、
部
活
動
が
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
自
主
的
、
自
発
的
な
取
組
と
な

る
よ
う
留
意
し
て
い
る
。

⑶
「
幕
別
町
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す

る
方
針
」
で
は
、
生
徒
が
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
生
活
を
送
る
た
め
、
休
養
日
と

活
動
時
間
の
基
準
を
定
め
て
い
る
。
休

養
日
は
学
期
中
に
週
２
日
以
上
を
設

け
、
大
会
参
加
時
等
は
振
替
を
行
う
。

ま
た
、
長
期
休
業
中
は
学
期
中
に
準
じ

た
扱
い
と
し
、
学
校
閉
庁
日
や
定
期
テ

ス
ト
前
等
も
休
養
日
を
推
奨
す
る
。

　

活
動
時
間
は
平
日
２
時
間
、
休
業
日

は
３
時
間
程
度
と
し
、
大
会
後
は
十
分

な
休
養
を
確
保
す
る
ほ
か
、
暑
さ
指
数

が
31
℃
以
上
の
場
合
は
活
動
を
行
わ
な

い
と
し
て
い
る
。
町
内
の
中
学
校
は
、

基
準
に
沿
っ
て
活
動
し
て
お
り
、
適
切

に
対
応
し
て
い
る
。

⑷
地
域
移
行
の
状
況
は
、
町
内
３
校
の

野
球
部
に
所
属
し
て
い
た
37
人
が
地
域

ク
ラ
ブ
で
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
移
行
後
に
想
定
し
て
い
る
活
動
と
同

様
の
活
動
を
既
に
行
っ
て
い
る
地
域
ク

ラ
ブ
や
少
年
団
で
の
活
動
は
６
種
目
で

20
人
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
学
校
の
部

活
動
は
運
動
部
が
15
種
目
３
８
１
人
、

文
化
部
が
３
種
目
１
０
９
人
で
あ
る
。

⑸
ス
ポ
ー
ツ
庁
と
文
化
庁
の
提
言
で

は
、
自
治
体
間
の
会
費
格
差
を
防
ぐ
た

め
、
国
が
費
用
負
担
の
金
額
の
目
安
を

提
示
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
さ
れ
、
文

部
科
学
大
臣
は
本
年
夏
を
目
途
に
金
額

の
目
安
を
示
す
考
え
を
表
明
し
た
。
ま

た
、
受
益
者
負
担
の
範
囲
整
理
も
進
め

る
考
え
を
示
し
て
い
る
。
国
の
動
向
を

踏
ま
え
、
部
活
動
地
域
移
行
検
討
委
員

会
を
中
心
に
検
討
を
進
め
る
。

⑹
体
罰
は
学
校
教
育
法
で
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
人
権
を
侵
害

し
、
断
固
と
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年
に
は
「
幕

別
町
立
学
校
職
員
に
係
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
防
止
等
に
関
す
る
基
本
指
針
」
を

策
定
し
、
防
止
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
行
為
が
児
童
生
徒
の
心
身
に

悪
影
響
を
与
え
、
学
校
へ
の
信
頼
を
損

な
う
こ
と
か
ら
、
年
度
初
め
の
校
長
会

議
で
教
職
員
に
防
止
徹
底
を
指
導
し
、

教
職
員
に
対
し
て
体
罰
や
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
の
徹
底
を
図
る
よ
う
指
示
し
て

い
る
。
今
後
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
決
し

て
許
さ
な
い
意
識
の
醸
成
に
努
め
る
。

■ 一 般 質 問 ■ 

⓮2025.8 月号

答問
国
の
動
向
を
踏
ま
え
部
活
動
地
域
移
行
検
討
委
員

会
を
中
心
に
検
討
を
進
め
る

部
活
動
の
地
域
移
行
、
生
徒
を
真
ん
中
に
部
活
動
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
必
要
な
予
算
措
置
を

問

荒　 貴 賀 議 員
（日本共産党
幕別町議員団）


